
 

２０１８年４月１１日 

 

「全日本選抜柔道体重別選手権大会」で玉置選手、髙山選手が優勝！ 

舟久保選手、新井選手が準優勝！ 
 

４月７日（土）～８日（日）に福岡国際センターで開催された「全日本選抜柔道体重別選手権大会」に

当社女子柔道部（監督：柳澤 久）から１２名の選手が出場し、玉置桃選手（５７㎏級）、髙山莉加選手

（７８㎏級）が優勝、舟久保遥香選手（５７㎏級）、新井千鶴選手（７０㎏級）が準優勝しました。 

 

【大会結果詳細】 

玉置桃選手（５７㎏級）    優勝 

１回戦はゴールデンスコア（延長戦）の末、肩車で技ありを奪い優勢勝し、準決勝は第２シードの宇髙 

菜絵選手（コマツ）に合技〔袖釣込腰・巴投〕で一本勝。決勝は舟久保遥香選手との同門対決となり、 

ゴールデンスコアの末、隅落で技ありを奪い、初優勝を果たしました。 

 

髙山莉加選手（７８㎏級）  優勝 

１回戦は第３シードの梅木真美選手（ＡＬＳＯＫ）に合技〔浮腰・横四方固〕で一本勝。準決勝は 

第２シードの佐藤瑠香選手（コマツ）に縦四方固で一本勝。決勝は第１シードの濵田尚里選手（自衛隊

体育学校）に合技〔大外返・大外刈〕で一本勝し、全試合一本勝で初優勝を果たしました。 

 

舟久保遥香選手（５７㎏級） 準優勝 

１回戦は横四方固で一本勝し、準決勝は第１シードの芳田司選手（コマツ）に指導３で反則勝。決勝で

の玉置桃選手との同門対決ではゴールデンスコアの末、隅落で技ありを奪われ、２年連続の準優勝とな

りました。 

 

新井千鶴選手（７０kg級） 準優勝 

 １回戦はゴールデンスコアの末、大内刈で技ありを奪い優勢勝し、準決勝は縦四方固で一本勝。決勝で

は第２シードの大野陽子選手（コマツ）に一本背負投で敗れ、準優勝となりました。 

 

＜３位＞ 

近藤亜美選手（４８kg級）、和田梨乃子選手（７８kg級）、稲森奈見選手（７８kg超級） 

 

＜１回戦敗退＞ 

坂上綾選手（４８㎏級）、前田千島選手（５２㎏級）、鍋倉那美選手（６３㎏級）、 

柿澤史歩選手（７０kg級）、児玉ひかる選手（７８kg超級） 
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写真:アフロスポーツ 

初優勝の玉置選手 

初優勝の髙山選手 

抑え込む髙山選手 

同門対決を制した玉置選手 


